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Ⅰ．安全上のご注意         
 

◇設置工事は、「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。 

◇ここに示した注意事項は、「   警告」、「   注意」に区分していますが、誤った設置をした時

に、死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいものを特に「   警告」の欄にまとめ

て記載しています。しかし、「   注意」の欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果

に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守

ってください。 

◇お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してください。 

 

  警告 
 

（１）設置工事は、販売店または専門業者に依頼してください。設置工事要領書に従って確実に工事を

行ってください。設置工事に不備があると、水漏れや感電、火災の原因になります。 

（２）本体を、押入れ・物置等の密閉された場所や、燃えやすいものが近くにある場所に設置しないで

ください。火災の恐れがあります。 

（３）別売品は、必ず当社指定の製品を使用してください。ご自分で取り付けをされ、不備があると、

水漏れ、感電、火災の原因になります。また、取り付けは専門の業者に依頼してください。 

（４）本体は、地盤強度を確認の上、本体重量に十分耐える所に本書に従い必ず水平に設置してくださ

い。設置が不完全の場合は、火災・けが・水漏れの恐れがあります。 

（５）電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」｢内線規定｣および設置

工事要領書・取扱説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用してください。電気容量の不足や、

他の機械・器具とのタコ足配線の場合、過熱により、感電・火災の原因になります。 

（６）アース配線を行ってください。法令により第三種設置工事が義務付られています。アース配線等

は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線等に接続しないでください。アースが不完全な場

合は、感電の原因になります。 

（７）漏電ブレーカーの取り付けが必要です。漏電ブレーカーが取り付けられていないと感電の原因に

なります。 

(８) 電源コードを、途中で切断または延長したり、傷をつけたりしないでください。 感電・火災の恐

れがあります。 

(９) 電源端子・電源コードは、必ず確実に接続してください。緩みがある場合、過熱による火災の恐

れがあります。 

（10）本体の改造・分解はしないでください。故障・水漏れ・感電・火災の恐れがあります。 

 

  注意 
 

（１）ガス配管およびガス機器の移設をする場合は、必ず最寄りのガス会社に連絡の上、専門の業者に

ご相談してください。 

（２）工事の際にでる切り粉等、浴槽に傷を付けるおそれがある場合は、保護材にて養生してください。 

（３）配管工事は設置工事要領書に従って確実に配管し、保温工事を行ってください。 

   また、ドレン工事は、確実に排水するように配管してください。 

   配管工事に不備があると、水漏れして屋内に浸水し、他の設備機器や家財等を濡らす原因になり

ます。 

（４）浴槽内で入浴剤、硫黄成分、酸性、アルカリ性の強いものや石鹸などを使用しないでください。 温

泉で使用する場合は、成分表を提示してください。井水を使用する場合は、鉄分・カルシウム分等

のスケール因子の物質を除去してください。 

（５）電気伝導率が低くなる高純度ろ過水（純水等）を使用する場合は、安全装置が働かない場合があ

り空焚き運転による火災事故につながる恐れがあります。ご使用する場合は別途ご相談ください。 

！ ！ 

！ 

！ 

！ 

！ 
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Ⅱ．ろ過装置の設置工事         
 

① 据付場所選定 
   本機は屋外設置用と室内設置用があります。それぞれ据付場所に応じて選定してください。 

 

   下記条件に注意して設置場所を選定してください。 

● 隣家に迷惑がかからないところ 

● 機械の重量・振動に耐え水平に据付できるところ 

● 可燃ガスの漏れるおそれのないところ 

● メンテナンススペースが確保できるところ 

● ボイラー等の機器と併設する場合は 1.5m以上の距離を離してください 

● 据付条件に合った防振工事（防振パット・架台等）を行ってください 

  振動が据付部から伝わり、床や壁面から音が発生する場合があります 

● 積雪の多い場所に据付ける場合は、基礎を高くして、雪が本機に積もらないようにしてください 

● 風速 10m以上の強い風が発生する場合は防風壁等を設置してください 

 

 □ メンテナンススペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※上面は 800mm以上のメンテナンススペースを確保してください。 

 

背面 300mm 以上 

前面 800mm 以上 

側
面8

0
0

m
m

以
上 

側
面8

0
0

m
m

以
上 

機器本体 
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   □ 浴槽との位置関係 

 

機 種 
A 横引きの

場合 

2000 12m 

3500 15m 

5500 15m 

10000 15m 

15000 15m 

 

 

機 種 

B 浴槽より 

ろ過装置が 

低い場合 

2000 3m 

3500 5m 

5500 5m 

10000 5m 

15000 5m 

 

 

 

機 種 

C 浴槽より 

ろ過装置が 

高い場合 

2000 2m 

3500 2m 

5500 2m 

10000 2m 

15000 2m 

 

 

 

 

 

 

  【注意点】 

    〇上記の範囲を超える場合は、事前にご相談ください。 

 循環水量が低下すると、ろ過性能が著しく低下し、 

 浴槽の濁りや機器故障の原因となります。 

    〇鳥居配管になるような設置場所は避けてください。 

      やむを得ない場合は、事前にご相談ください。 

    〇室内設置の場合は、防水対策をお願いします。 

    〇配管経路が壁や梁を貫通する場合は、強度を十分に考慮してください。 

    〇既存の配管を利用する場合は、配管の材質・口径・劣化の確認をしてください。 

    〇屋外に設置する場合は、避難経路を侵害しないようにご注意ください。 

    〇設置場所までの搬入経路が確保されているか確認してください。 

    〇電源が確保されているか確認してください。 

    〇排水管・排水枡の位置、容量、勾配が確保されているか確認してください。 

※浴槽水面より低く、点検可能な位置に 

  FC製以外のチャッキ弁を付けてください 

 （FC製の場合、錆により機器故障の原因となります） 
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② 基礎工事 

 

   地震および、強風により機器が動かないように、基礎ボルトで固定してください。 

   基礎アンカー穴は直径 16㎜、アンカーボルトはＭ８～Ｍ１２を使用してください。 

 

  □基礎・アンカー寸法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機  種 
基礎寸法 アンカー寸法 

A B C D 

2000 950 950 660 720 

3500 1000 1000 750 810 

5500 1100 1100 850 920 

10000 1400 1400 1150 1210 

15000 1650 1650 1400 1460 

 

コンクリート基礎は配管が容易になるように、また据付基礎面は水平、かつ平面であることを確認してください。 

床面の強度は機械本体と基礎台コンクリートの荷重に充分耐えられる強度を持たせてください。 

 

  【コンクリート基礎製作時の注意点】 
① コンクリート配合比はセメント１：砂 2：砂利 4 を標準としφ10 鉄筋(約 300ｍｍ間隔)を入れてくださ

い。 

② 表面はモルタルにて水平仕上げのこと。コンクリート端面は面取りを施してください。 

③ コンクリート床面に基礎を据える場合、割栗石は不要です。但しその部分のコンクリート表面に凹凸を

つけてください。 

④ 屋内・屋上に設置する場合は床の強度に注意し、必ず防水を施工してください。 

  

B

CA

D

基礎

アンカー位置
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③ 搬入工事 

 搬入時は、機械本体にワイヤロープまたはナイロンスリングを掛け、ゆっくり作業してください。 

 吊りボルトは【Ｍ１６】を使用しています。 

 

  □ ケーシング無     □ ケーシング有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  □ 外形寸法一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機  種 Ｗ Ｄ Ｈ 

2000 
Ｈ・ＥＸ 760 760 1350 

Ｃ (H・EX) 760 760 1400 

3500 
Ｈ・ＥＸ 850 850 1330 

Ｃ (H・EX) 850 850 1400 

5500 

Ｈ 960 960 1420 

ＥＸ 960 960 1520 

Ｃ (H・EX) 960 960 1600 

10000 ＥＸ 1250 1250 1822 

15000 ＥＸ 1500 1500 1880 

    ※Ｈ…ヒーター仕様、ＥＸ…熱交換器仕様、Ｃ…ケーシング有
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  【搬入時の注意点】 
 ●人力での持ち上げ禁止です。人力による搬入は製品の落下、転倒の恐れがあり危険です。 

 ●ユニットは垂直に搬入してください。 

 ●搬入時は、前ページ記載の 4点の吊りボルトに、製品荷重に耐えうる吊り具を掛け、 

    ユニットへ衝撃を与えないようにゆっくり作業してください。 

 ●吊り具が機器本体に接触する恐れがあるときは、当板、当布を添えてください。 

   特に「ケーシング無」の場合は、電装盤にワイヤロープ等が掛からない様にご注意ください。 

 ●吊り具掛けの角度は下図のように 45℃以下にしてください。 

 

機種 ケーシング 製品重量[kg] 

2000 
無 200 

有 220 

3500 
無 240 

有 260 

5500 
無 270 

有 300 

10000 無 320 

15000 無 350 

 ※ケーシング有の型式には「C」がついています 

 ※ろ材充填前の乾燥重量です 
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④ 配管工事 
 

 □ 基本系統図  ～浴槽循環ろ過システム全体に関して～    
 

【全般】 

●8ページより、参考資料として「PRT-3500」シリーズの基本系統図を記載しています。 

記載するのは『電極式水位制御＋熱交換器タイプ』および『圧力式水位制御＋熱交換器タイプ』 

の基本系統図となります。 

 

●その他機種（PRT-2000シリーズ、PRT-5500シリーズ、PRT-10000EX-B、PRT-15000EX-B） 

の基本系統図に関しては販売店又はメーカまでお問い合わせください。 

 

●PRT-2000シリーズ、PRT-3500シリーズおよびPRT-5500シリーズに関しては、屋外設置対応の 

ケーシング付き（型式に（C）が付属）のラインアップがありますが、系統図はケーシング無し機種の 

基本系統図と変わりありません。 

 

【温度管理用の搭載熱源機器】 

●2000シリーズ、3500シリーズおよび5500シリーズに関しては、『電気ヒータータイプ』と『熱交換器 

タイプ』の 2種類の温度管理システムが対応可能です。 

 

●PRT-10000EX-Bおよび PRT-15000EX-Bに関しては『熱交換器タイプ』のみの対応となります。 

 

●『熱交換器タイプ』に関して、外部機器（外部のボイラ、給湯機器、循環ポンプなど）との連動した 

制御が必要な場合は、基本系統図とは異なりますので別途販売店やメーカまでお問合せ下さい。 

 

●『電気ヒータータイプ』に関して、機種に依り標準機器よりもヒーター容量をアップさせたラインナップ 

があります。その機種をご検討の場合は電気関係の設備（電気容量や配線種類など）が標準機器 

と異なりますので、別途販売店やメーカまでお問合せ下さい。 

 

【水位制御】 

●全シリーズに関して、圧力センサーを用いた『圧力式水位制御方式』と水位電極を用いた『電極式 

水位制御方式』の 2種類の水位制御に対応しています。 

 
●水位制御を使用しない場合（お湯張りをシャワーカランなどを用いて手動操作で実施されるなど） 

は基本系統図のシステムとは異なります。別途販売店やメーカまでお問合せ下さい。 
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 □ 基本系統図（一例）  PRT-3500EX-B（電極式水位制御＋熱交換器タイプ） 
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□ 基本系統図（一例）  PRT-3500EXA-B（圧力式水位制御＋熱交換器タイプ） 
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【配管工事における注意点】 
  

① ろ過循環配管の材質は耐衝撃性塩化ビニル管（HIVP）、熱源循環配管の材質は耐熱性塩化ビニル

管(HTVP)を使用してください。塩素を注入するため砲金など腐食に弱い材質は使用しないでくださ

い。 

② ろ過循環配管（吸込/吐出側とも）および逆洗排水配管に必ず樹脂製のボールバルブを設けてくだ

さい。 

③ ろ過循環吸込配管は鳥居配管にならないように注意してください。 

④ 配管内にエアー溜りができないように十分考慮してください。またエアー溜りが発生する可能性があ

る場合は、自動エアー抜き弁等を設置してください。 

⑤ 熱源配管には温度計・圧力計を設置してください。 

⑥ ドレン配管は適切な排水が流れるように、口径と勾配を考慮してください。 

⑦ ドレン配管に必ずバルブを取り付けて排水へ接続してください。 

⑧ ろ過循環配管は適切な保温工事をしてください。 

⑨ 配管が凍結する恐れのある場合は、凍結防止ヒーター等を設けてください。 

⑩ 吐出口・吸込口を複数設置する場合において分配不良を起こすような配管になる場合は、流量調

整用のバルブをそれぞれ設けることをお勧めします。調整可能な位置に設置してください。（吸込口

は 2個以上設置してください） 

⑪ 配管は適切な支持金物で固定してください。 

⑫ 浴槽間に連通管を設置する場合は、浴槽水位の変動に対してバランスが取れる十分な口径を使用

してください。 

⑬ 配管を地中埋設する場合は、U字溝等にて点検可能な方法を取ってください。 

⑭ 薬注装置の接続口は PVC 15A（SGP プラグ仮止め）になっています。ろ過装置内の所定の薬液注

入口に接続してください。サイホンチャッキ弁の接続は下記の図を参照ください。 

薬液注入口を使用しない場合には、必ず SUS 製プラグに交換してください。腐食して水漏れの原因

になります。 

⑮ 熱源の設計温水温度は 70℃です。 

⑯ 吐出金物の取り付け位置は、浴槽内壁面で浴槽深さの１／２の高さをお勧めします。 

⑰ 吸込金物の取り付け位置は、浴槽内底面または壁面の底面より 100mm以内をお勧めします。水面

に近い位置に取り付けると、水面に渦が出来ます。空気を吸ってしまうと装置が停止したり故障の原

因になります。 

⑱ 逆洗配管には配管内部が確認できるように透明塩ビ管を設けてください。当社オプションでも

500mmにカットした透明塩ビ管を揃えております。 

⑲ 浴槽よりろ過装置が高い位置に設置する場合は、浴槽水面より下かつ点検可能な位置に逆止弁を

設けてください。 
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 ⑤ 電気工事 

 

 □ 熱交換器仕様（EX）配線図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機種 
循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 

(kW) 

ELB仕様 

AF AT mA 

2000 0.4 30 10 30 

3500 0.75 30 15 30 

5500 1.5 30 15 30 

10000 2.2 30 20 30 

15000 2.2 30 30 30 

 

UVW-01, E1
ET

3φ200V( 50Hz/60Hz)

ELB1
3P30AF
30AT
( 30mA)

THR

MS

RST-0, E

MC

SC, TC
制御回路

F 5A

Ｍ

滅菌器
ろ過循環ﾎ゚ ﾝﾌﾟ

VW-02, E2

 

3φ200V電源供給 

電装盤(外面) 電装盤(内面) 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 



- 12 - 

 

 □ ヒーター仕様（H）配線図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機種 
循環ﾎﾟﾝﾌﾟ 

(kW) 

ﾋｰﾀｰ容量 

(kW) 

ELB仕様 

AF AT mA 

2000 0.4 
4 30 20 30 

6 30 30 30 

3500 0.75 

6 30 30 30 

8 50 50 30 

10 50 50 30 

5500 1.5 
12 50 50 30 

15 60 60 30 

 

UVW-01, E1
ET

3φ200V( 50Hz/60Hz)

ELB1
3P30AF
30AT
( 30mA)

THR

MS

RST-0, E

Ｍ

滅菌器
ろ過循環ﾎﾟ ﾝﾌﾟ

VW-02, E2

MC1 F 5A

SC, TC
制御回路

MC2

ﾋ ﾀーｰ

UVW-03

 

3φ200V電源供給 

電装盤(外面) 電装盤(内面) 

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ 
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□ 付帯機器の結線 

 

  ○薬注ユニット (※水位センサー有)      ○自動補給水ユニット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○水位センサー(電極式)                       ○水位センサー(圧力センサー式) 

 

 

電装盤(外面) 電装盤(内面) 電装盤(外面) 電装盤(内面) 

電装盤(外面) 電装盤(内面) 

 

※「黒」「白」は 

 「V2」「W2」のどちらに 

 接続しても構いません。 

 

 

※配線種類 

  赤：電源 

  白：開信号 

  黒：閉信号 

電装盤(外面) 電装盤(内面) 

圧力センサー 

赤 白 ※極性がある

為、注意が必要

です。 
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 □ 電源配線 

機  種 電気容量(50Hz/60Hz) 参考線種 

2000EX 3.6A/3.5A VCT2.0-4C(E) 

3500EX 5.1A/5.0A VCT2.0-4C(E) 

5500EX 8.0A/8.0A VCT3.5-4C(E) 

10000EX 10.8A/10.6A VCT3.5-4C(E) 

15000EX 10.8A/10.6A VCT3.5-4C(E) 

2000H 15.1A/14.9A VCT5.5-4C(E) 

3500H 22.5A/22.4A VCT8.0-4C(E) 

5500H 42.7A/42.7A VCT22.0-4C(E) 
  ※線種は現地設置状況（一次側配線距離等）で専門業者による選定を必ず行ってください 

 □ 外部接点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電気工事における注意点】 
① 電気系統図は配管工事の基本系統図をご覧ください。 

② 電気工事は電気工事士の資格者が行ってください。 

③ 必要な電気容量が確保できることを確認してください。 

④ 電源供給元には専用の漏電ブレーカーを設けてください。 

⑤ 電気容量に合った配線のサイズを使用してください。 

⑥ 電気配線には CD管等の保護カバーを使用してください。 

⑦ アースを必ず設けてください。 

⑧ 端子接続等の緩みが無いように十分注意してください。 

⑨ 薬注ユニット、補給水ユニット（給水電動弁）はろ過装置で制御を行います。 

⑩ 一括警報は 2芯無電圧の a接点を用意しています。 

運転時ﾗﾝﾌﾟ 点灯

Y20

COM

PL

COM

PL

AC200V

Y21

Y20-COM参考接続例

AC200V

Y21-COM参考接続例

逆洗時ﾗﾝﾌﾟ 点灯

PLY22

COM2
AC200V

警報時ﾗﾝﾌﾟ 点灯

Y22-COM2参考接続例

X7

0V

接点短絡時運転停止

X7-0V参考接続例

 

Y20-COM 無電圧 a接点（基盤内部） 

(AC250V  DC30V  3A) 

Y21-COM 無電圧 a接点（基盤内部） 

(AC250V  DC30V  3A) 

Y22-COM 無電圧 a接点（基盤内部） 

(AC250V  DC30V  3A) 

X7-OV フォトカプラ入力（基盤内部） 

(X7  → DC24V有圧端子) 



- 15 - 

 

Ⅲ.ろ過装置 設置工事          
  

① 付帯機器の種類について 

外  観 名  称 用  途 
 

薬注ユニット 

タンクに次亜塩素酸ソーダを

注入し、ポンプによりろ過配管

内に次亜塩素ソーダを注入し

殺菌します。1 回の注入量とタ

イミングが設定できます。 

浴槽容量によりタンクサイズを

選定してください。 

 

自動補給水 

ユニット 

浴槽内の水位が減った場合に

自動で適温の温水が補給でき

ます。 

水位センサーとセットで使用し

ます。（温度設定可能） 

浴槽容量によりサイズを選定し

てください。 

 

水位センサー 

(電極式) 
浴槽内の水位を検知します。 

設定より水位が下がった場合

は、自動補給水ユニットより温

水が補給され、上限設定まで

水位が上がれば自動で停止し

ます。 

 

水位センサー 

(圧力式) 

 

超音波セット 

水流にエアーを混入し、超音

波（ジェット）を作り出します。 

吐出ノズル、エアー吸込金物、

ヘアーキャッチャー、循環ポン

プのセットとなります。 

吐出口の数により選定してくだ

さい。 
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温度計 

浴水温度を表示します。 

防水仕様で浴室の壁面に取り

付け可能です。 

不特定多数の入浴者がある施

設では、取り付けが義務付けら

れている地域もあります。 

 

自動塩素濃度 

調節器 

浴水中の残留塩素濃度を自

動で測定し、薬注ユニットを作

動させます。残留塩素濃度が

安定します。 

 

丸型吸込金物 

ろ過装置の浴水吸込口に使用

します。ろ過装置の機種により

口径と数量を選定します。 

タイルや石貼りの浴槽に使用

可能です。 

浴槽の種類や、使用用途によ

って選定してください。 

 
 

丸型吐出金物 

ろ過装置の浴水吐出口に使用

します。ろ過装置の機種により

口径と数量を選定します。 

タイルや石貼りの浴槽に使用

可能です。 

浴槽の種類や、使用用途によ

って選定してください。 

 

塩ビ透明パイプ(流

量調整バルブ付） 

逆洗時の流量調整と汚れの確

認用となります。 

 ※付帯機器は代表的なものを記載しています。表記以外のものはご相談ください。 
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 ② 薬注ユニット 

※基礎はタンク底部を全面支持とし、

水平な場所に設置してください。 
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 ③ 自動補給水ユニット 
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 ④ 水位センサー 
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 ⑤ 超音波ユニット 
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 ⑥ バイブラユニット 
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 ⑦ 温度計 
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 ⑧ 吸込・吐出金物 
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Ⅳ.参考資料            
① 仕様書 
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② 浴槽・プールの容量に対する機器選定の参考基準 

浴槽の容量やプールの容量により、ろ過装置の機種を選定します。 

 

□ 浴槽の場合 

2ターン/ｈ以上（浴槽の容量に対して、1時間以内にろ過装置を2回以上通過させること） 
  【選定方法】浴槽容量（㎥）×2（ターン）≦ 機器ろ過能力（㎥／h） 

 

□ プールの場合 

6～8 ターン/日以上（プールの容量に対して、24 時間以内にろ過装置を 6～8 回以上通

過させること） 
  【選定方法】プール容量（㎥）×6～8（ターン）≦ 機器ろ過能力（㎥／h）×24時間 

 

※ 雨水（中水）処理やその他の場合はご相談ください。 

 

③ 熱源の選定について 

 浴水保温の為、熱源を電気ヒーター（Ｈ仕様）または熱交換器（ＥＸ仕様）から選定します。

 ボイラーや給湯器等の外部熱源機器を利用する場合は、熱交換器仕様を選定してくださ

 い。浴水保温能力の確認を行ってください。 

 

   【浴水保温の目安】 

□   室内風呂  ：△ｔ2℃以上（1時間に 2℃上昇する保温能力が必要） 

□   露天風呂  ：△ｔ5℃以上 

□ 室内温水プール ：△ｔ0.2℃以上 

 ※入浴人数や外気温度等により変化しますので目安としてください。 

  ※特に寒冷地の場合は熱量不足にならないよう注意してください。 

   【計算方法】 

 浴槽容量（ℓ） × △ｔ（℃）≦ ヒーターまたは熱交換器（kW）× 860kcal  

 

 熱交換器仕様を選定した場合は、熱交換器の交換熱量に対応する外部熱源機器（ボイラ

 ー、給湯器等）を選定してください。 
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-------------------------------- memo -------------------------------- 
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製品改良のため、予告なく仕様その他を変更する事があります。 

 

 

 0120-2641-24 
 
営  業  〒331-0812 埼玉県さいたま市北区宮原町 2-15-10    TEL：048-653-2641 

 

技  術  〒331-0812 埼玉県さいたま市北区宮原町 2-15-10    TEL：048-668-1126 

 

生  産  〒949-8313 新潟県中魚沼郡津南町秋成 4626-1      TEL：025-765-4881 
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